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イギリス鉄鋼工場における「先任権」制度

イギリス鉄鋼分塊・条鋼圧延工場における労使関係の実態 (2)

菊池光造

はじめに

我々は，前稿"でイギリ λ鉄鋼公社スカンソープ・ワークスの分塊・条鋼圧

延工場に即して，新工場操業に伴うプヲ :/1 ・レベル労使関係の展開を概観し

た。これをふまえて本稿は，新工場における労働組合支部の活動を，より具体

的に分析しようとするものである。その場合，我々の分析の主柱のひとつは
寸"~オリティー

「昇進お上ぴ先任権Jpromotion and seniority問題のトレースにおかれる。

それは，本論で明らかにきれるように，この問題こそが，欧米におけるプロセ

ス労働者の組合活動にとって，その「核Jをなすものであり，プロセス型労働

をめぐる労使関係の軸心を与えるものだからにほかならない。

日欧労使関係の比較論において，しばしば安易に日本の「年功制度」と重ね

て理解されることのある「先任権」ヅステムが，現実にどのように形成され，

いかに運用されているのか，我々はこれらの点を現地調査によってかなりの程

度解明し得たと考えているヘ

1) 拙稿「イギリス静銅分塊・条鋼圧延工場における労使関係の実態-ー新設工場の操業をめくっ
て J ，桂済精華』捕129ト岳第 4.5号，昭和57年4.5月。
2) 欧米の労使関慌における「先任権」システムについては，従来言及されることが多いわりに実
態が紹介されるととは殆んどなかった。近年ょうやくアメリカの事例に即して先任権システムを
紹守し， 日本に年功的労使関障と比較分析を行う小池和男氏のす「れた研究が生れた(小iI!l和男
『職場の労働組合と幸加』東洋経済新報社，昭和田年Jが， そこでも， 労働組合の内部運営に
まで立入って先任権ジスチムの実態をト νースするととは，たされでいない.なお，当棋のとと
ながら本稿では，イギリスの実態に即したファクト，フアインディ γグが主眼であり，これをふ
まえた我々 の日欧比較骨折は別個の課題である。
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I 組合支部の活動と「先任権J原理の確立

ISTCアンカー第2支部川主， 1973年9月以降，ょうやく活発な活動を開始

するが，その活動は大別して三つの面からこの支部組織に労働組合としての実

体を付与してゆくものであったといえる。即ち、支部は一方では支部メンバー

の諸要求を実現するために，実力行動をも伴いつつ経営に対する規制 regula~

tion を閣始し， これによって組合支部としての存在主主張した。他方では，

支部の内昔日活動において， さし当り形式上支部メンパーとなった労働者たちの

問に，真の汚働組合員としての連帯の基盤士形成し，労働者集団の内部秩序を

うちたてることが課題とされた。いうまでもなく，こり而面ほ不可分の形で同

時・重層的に進行したのであるが， この項ではまず後者の側面に重点を置いて

検討しよう υ 支部活動のこの側面は，端的にい勺て昇進および先任権制度 pro

motion and seniority systemの確立を軸にして展開されたといってよL、。

周知のように，イギリス鉄鋼業の生産労働者の場合は，伝統的に先任権原理

による職務昇進 jobpromotionのシア、テムが定着している。スカンソープ・

ワークスにおいても，閉鎖された旧工場を含めて，すべてのプラントにおいて

労使双方によって承認されたものとしてセニオリティー・システムが適用され

ていた。この場合，当該プラントの殆んどすべての主工程職務は第1図のよう

な昇進ラインに組みこまれるが，昇進ラインの組み方，各職務ごとの要員数，

賃金率などは，全て組合支部とプラント管理者との問の団体交渉によって決定

され，労働協約の中に明記きれるのが常である。新 BBMプラントの場合につ

いては，さし当り披業開始に向けて ISTCの地本役員 Divisional0伍cer を

中心とした組合側交渉団と経営との聞で結ばれた1972年11月初日協約の中にこ

れが規定され℃いた。

3) ちなみにふれておけば，アンカ一計画による新設工場をめぐるイギりス鉄鋼労組ISTCの主
部祖融は，製鋼工場BOSプフントの組織がISTCアシカ 第1支部とされ，我々 の当面の考
察対象たる分現条鋼圧延工場の組識がISTCアソカー第2主部，以下連続鋳造工場 C叩 C師
がISTCアンカー第3主f品中形型鋼工場MSMがISTCJ'ンカー第4支部とさオしているD
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一般的にいって，昇進ラインが構成されたのち，個々の昇進を規定する原理
4巳ユオリティ

が「先任権Jである。この場合，セニオリティー成立の範囲はプラ γ ト単位で

あり，当該プラントでの勤務期間の長い者，いいかえればプラシト入職時点の

早いものが先に上位職務に昇進することになるべだ由主 この原理をより具体

的に適用してゆけば，それは当該職務に従事した期間の長短によって昇進が規

定されることを意味する。上位職務に空席が生じた時に，同じ昇進ラインの直

近下位の職務に従事する複数の労働者。J中 C，その職務へり従事期聞の最長り

ものが昇進する乙とになる。たとえば， BBM プラ γ トの場合，第1図に即し

ていえば i玉かけ工JSlingcr / Loaderから「冷間切断機助手JCold Saw 

Assistantを経て「上級検査工JSenior Inspector にいたる 9職務から成る検

査エ慢の昇進ラインを例にとれば，上級検査工に欠員が生じた場合には，その

下位に位置する「制品検査ヤード/キズ取り検査工 jYard Inspector and 

Deseamer Inspectorsの中から，この職務に最も早〈就任した者が昇進するこ

とになる。そのためには，同一職務につく複数の労働者たものすべてについて

先任権順位が明確にされていなければならない。先の例でいえば，検査ヤー

の 逆に，もし解雇 νイオフ 配転などの事態が生じた場合には，先任権原理のウヲがえしであ
る，いわゆる「ラスト イン，ファ ス1 アウトJlnst in first outの原則によって先住掴国
位の低いものからそ¢対象とされZことは，いうをまたない。

なお，ここでふれておけば，第i図の昇進ライン最低辺ι位置する「雑乍業員J 不熱樺労働
者〔ν パヲー〕は，プラントのE規の配員の中に含まれていなし、 νーパラーは「不熟練費働
者プ ルJlabour poolに属するが， このνーパー・プールもかつてはプラント単位であったと
いわれてい墨。再国有化直佳ではスカンソ プ・ワ クスでもそうであったカえその後の合珪討b
の過程でνーパー・プールの統合がなされ，我々の調盗時点では，製鉄所(ワークス〕全体を一
括するレーバー プールが置かれているu とのプールから各プラントの必要に応じて随時必要な
人数が当該プラン卜に派遣される(日勤〕。レーパラーはプラント ペースで支部を置(1 STC 
の組合員でιなし通常「般組合」によって組織され，スカソソーヅの場合ば「一般 自治体
労組JGMWUのメンバ であり， rサービス」と総称される原料積下し，各種運搬，作業場の
整現清掃たどの作業を行っている。

これらの νーλラーの中から，鉄鋼苦働者になろうと希望するもりは，やはりワーグス在勤期
間による先五権固位に従って各プラントの昇進ラインごとの「ユーテイリティー・マンJUtility 
Man r.して配属されてゆく。 このユーテイリティ は日常的にはνーパラーと同様の仕事をす
る由主異る点は①4組3究警のシフトに配員され空替勤務につくこと。@佐事範囲が，配属され

た昇進ライ γの職苗群をめぐる補助乍業に限定されること。③当該昇進ラインの最下位職璃の代

勤に当ること，などである。従って，そのラインの下位2職務を遂行するだけP技能割闘を受け

る。このユーティリアィー マンは当然ISTCの組合員になる。
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第1図分塊・条鋼庄延

11) この凶は1972年11月初日付工場協約をもとに作成した。
数判ま全て1973:<'ーユニ場操業開始 Ir.~/，日のものである。

(2) カ yコ( )内の数:j-oーは4M13交替制]のHJlあたりの;淀川数である固

(3) 日5/720などの数字は左が 1 ンフト 8i1ifl~1当りの味本町斗 (Shift Datal Rate)、
右はlシフト当りの実収f!i金(GrossShift Earnings)であるu

7ポンド 同じ法本n率で笑収賃金が興なるのは龍平衿(TonnageBOfiLtS)に配分が拠な
るからである。なお、金制の単f止はベンスである。

(1) とれんの昇進ラインにのらないもの正して、(Wagon)Loadll1gIllspector (荷

和検了c工)(1)fI ~功、 Eurner(パナ)(工)、 Water Treatment Plant At 

(冷却水再処理TIフラント工)[りがある。
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山 11ずμ』長織フ「ベレ ターfプ
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φCold Saw Asぉt
(.合川'"~彬J切手) (1)430;ち10

Ladourers(as required) 
【何役有数料レ ハラ )(年民外)
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ド・キズ取り検査工1シフト16人x4組=64人のすべてについてセニオリティ

ー順位を確定しておくことが必要となるのである。

さて， tJ上のことを念頭において新 BBMプラントにおける組合支部のとり

くみの観察に立戻ろう。 BBMプラントが発足した時，各職務に配置された旧

工場からの配転者について，新プラントの経営も組合支部も， ともにそれなり

の先任権順位を想定していたわけであるが，これが労働者のすべてにとって納

得できるものかどうかという点で，直ちに問題を生じたのであった。 1シフト

分の人員で作業を開始した時点でも，上位職務の者の病気等で一時的に欠員と

なる場合があり，下位職務者の異動によって充員されねばならねケ スが生じ

た。 ζ うした異動順位の妥当性が問題にされ，早〈も73年5月の第2回支部集

会においては「現在行われている全ての異動は，暫定的なものであり，プラン

ト全体についての先任権リ旦トが作成されるまでの仮の異動とすべし」との提

案がなされ，決議されていたu

その後も支部集会を開〈ごとに異動をめ「る順位に闘して論議が生じていた

が， 9月の集会においては，新たに書記長になろうとする者が，前任者の提示

した A-F厚抜工場 PlateMillからの作業員転入とその先任権順位の説明に

対して，矢つぎ早に，しかも極めて具体的な形で問題点を指摘したのであった。

i) Mr. S. T は，その先任権順位からして現在の「庄延工程クレーン運転ヱ」

の職務から「インゴット枠抜きクレ γ運転工Jの地位へ昇格させるべし0

ii) Mr. O. Y の組合員カードを ISTC本部に送り，組合加入年月日出non

date of entryを確認すぺしoとれが完了するまでは，彼の現在の地位は暫定

的なものとすべし。 iii) 経営側に7日間の猶予期間を与えて， モの期間内に

Mr. C. L を現在彼がついている「荷積検査工J(Wagon) Loading Inspector 

の地位からはずして， )J1j工場である中形圧延工場 MediumSection Millに移

籍させるべL.，もし彼が BBMプラントに留まる場合には，昇進順位の最下位

に落すべしo iv) 現在 Mr.C. L が就いている荷積検査上の職務について，

改めて経首恨Ijと賃金レートを交渉し決定よべL.，また，この地位に就くべき者
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を支部が先任権順位に即して決定し，指名すべL。以上がその内容であった。

支部集会は， これらの具体的問題点を検討する一方，その過程でこれも新書

記長の提案に沿って昇進および先任権の基本原則ともいうべき三項目を決定し

たのであった。

a) すべての異動は組合歴 uniondate of entry にもとづいてなされねば

ならない。

b) 昇進は， 当初の職務人員配置表 originaljob offer sheetにもとづいて

なされるものとする。

c) 昇進した者は，新しくついた職務に属する労働者グループの中で，先任

権順位としては最下位におかれるものとするn

これらの諸原則の意味内容については，若干の説明が必要であろう。い

うまでもなく昇進をめくる組合原理は先任権である。だが，セニオリティ

ーの成立範囲はプラント単位であるから，旧プラントの閉鎖，新プラント

への配転に際して，現在人員は新プラントにおいて，さし当り同ーの勤続

期間をもつことになる。また旧プラントで先任権順位の高かったものが新

プラントで必ず上位の職務についたとはかぎらない。さらには，複数の旧

プラントから配転が行われたので，異るl日プラントからの転入者達の間で

は，さし当り先任権順位の比較は成立しない。かくてp 旧プヲ γ ト閉鎖→

旧組合支部消滅→配転という過程では，組合規制の柱としての先任権の体

系は，ひとたびは解体され，新プラントにおいて新たに再形成されねばな

らなし、ことになる。

この場合，経営側による配転人員の選抜や“適正午齢分布'を考慮した

配員政策町なども作用して，新フラントの当初職務人員配置表が作成され

たのであ勺た。そして新プラ γ ト操業開始の交渉において，組合側の交渉

5) 旧閉鎖工場からの人員配転に当って，経営側は，原則として既存のセニオリティーを尊重しつ
つも. ，職覇への適性suitabihtyJを主張して基幹職務につく労働者を経宮町選抜seUectionに
よって決定すること，また同一昇進ラインに入る労働者たちの聞で昇進閉塞が起ら白ょう「適正
年齢分布」を考慮すること，などの試みを行った“これらの点についても詳し〈は別稿でふれたい.
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委員会も，一定の修正を加えた上でこの配員表を承認し，配転対象となっ

た各労働者は，これにもとづいて新プラントの職務に応募したのであった。

したがって，この当初人員配置表は，これに対してたとえ個人的に不満が

あったとしても，それとして認めたうえで，これを前提として今後の新プ

ヲント内部での異動・昇進を実施せざるを得ない(原則b)の内容〕。その

うえで，各職務についている労働者たち一一例えばヤード・キズ取り検査

工 1シフト 16人 x 4 組 ~64人 の内部序列については，異なる旧支部か

ら来たとしても皆 ISTCの組合員であったのだから， ISTCへの加入年月

日 uniondate of entryにもとづいて先任権順位を決定する。また今後の

異動・昇進もすべてとの順位によるものとする(原則的の意味〉。しかし

昇進して上位職務に入った場合には，たとえその職務の労働者グル プの

内の若干名に対して組合加入期間の点でまさっていても， これを主張する

ことはできない。新入者はその職務グループ内の最下位に位置づけられる

ことになり，以後もその先任権序列は変らないこととなる(原則c)の意味〕。

これらの三項目によって，支部は労働者の内部序列を整序する原則をもつこ

とになった。 1973年9月から12月にかけて，組合支部は各作業工程ごとに職場

集会 section meeting を開1<， そこで討議きれた結果を支部総会 general

meetingで承認する， という手続きをくり返しつつ，先の原則にもとづいて支

部メンハー全員についての先任権順位確定の作業を進めていった。以下，いく

つかのケースについて，取り上げられた問題点と，それがいかに処理されたか

をトレースしておこう。

11 先任権」原理の適用と問題の処理

(1) 職場集会の決定とその遂行

先の第1図にみるように， i玉かけ工JSlinger / Loaclerから「上級検査工」

Senior Inspector にいたる 9職務を含む昇進ライシをめぐり，職場集会で以

下のような3点の決定がなされた。 i) BBMプラント協約による現行昇進ラ
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インは一応妥当なものであり，これを職場作業集団としても再確認する。ただ

L-，現状では一括されている「製品ヤード検査工JYard Inspector と「キズ

取り検査工JDeseamer Inspector とは別個のものとして分化させ，各vフト

1名の製品ヤード検査工の職務を上級検査工とキズ取り検査工の間に位置づけ

るべし。 ii) 現在，管理者の指示によって病欠の上級検査工の代勤 bye-turn

をしている者は組合歴からLて妥当でない。彼はキズ取り検査工の地位に戻L，

代ってこのグループの中で支部原則に照らして最も先任権順位の高い者主代勤

に当てるべし。 iii) 先の製品ヤード検査工の件について，キズ取り検査工グ

ノレープの中から組合歴の序列に従って，各シフト l名計4名を指名し， これを

新たに交渉し確定した製品ヤード検査工の地位へ昇進させるべし。さらに，こ

れら 4名に欠勤者が出たときのために，その代勤者の名前も特定して， とれを

経営側に提示すべし。

きて，これらの諸点についての処理をみると，。は内容的に職務序列そのも

のの修正であり，当然経営との交渉によらねばならぬものであった。支部役員

は，集会の決定にもとづいて直ちに製品ヤード検査工の職務の格上げを経営側

と交渉，従来キズ取り検査工(1ンフト当りアニングス 6.65ポンド〉と同じ賃

金であったものを上級検査工(同7.50ポンド〉に近しく1シフト当り 7.40ポンド

に引上げさせた。 ii)，iii)の決議についても，支部の決定は，そのまま経営に

よって受容されたのであった。

これらの事実の中に読みとれることは， a) 昇進ラインは既に新工場発足を

めぐる交渉によって協約化されていたわけだが，当該職場の集会，すなわち当

該作業集団による再確認=批准をまって始めて実質的に定着したものとなるこ

と。 b) 逆にいえば，職場集団の主張によっては，昇進ラインそりものの一定

の修正・組替えもありうるという ζ と己あり，製品ヤード検査工の件は，さし

当りマイナ-iJ:ものではあるが，その 例だといえよう。 c) 上級検査工の代

勤の件にみられるように，経営側がひとたび決定した人員配置を組合支部の決

定がくつがえし，支部が認定する先任権順位に従って支部決定通りの配員をさ
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せることができた。このことは，ヤード検査工の職務についてもみられたとこ

ろであり，このようにみてくると昇進および先任権問題をめくる組合支部の影

響力が極めて大きなものであることが判るのである。

(2) I先任権」をめ「る支部内部問題の処理

ここでは，先任権にもとつく配員を進める過程で生じた支部内部の問題と，

その処理をみておこう。第lに，先にふれた製品々アード検査工の指名をめぐっ

て文部メンパー内 Eひとつの問題が生じた。即;"書記長が整理した先任権順

位によって提案され集会で確認された指名に対して 1人のメンパーが書面に

よる不服申立を行った。これによれば，指名によって彼自身よりも先にヤード

検査工の職務につくことにな勺た者が，実はIRレトツ、 ン一仁場において彼より

も高い先任権順位にありながら昇進の機会が与えられた際に本人の怒意によっ

て昇進を断札役がこれに代って昇進していた。したがって，それ以後は自分

の方がそのメンパ よりも高い先任権順位に位置する管であり，今回新プラン

トで異動の場合にも，当然自分が優先権をもつべきだ， というものであった。

この件は複雑な問題を含んでいる。もし単純に割切って考えるならば，旧工場

の閉鎖、，組合支部の消滅とともに旧工場でのセニオリティーの体系も消滅した

のであり，新プラントでは組合加入年月日を基準に新たな先任権順位が構成さ

れたのであるから， このアピーノレは問題にならないといえる。しかし，組合員

内部の「公平」の観点からすれば，自分の好む有利な昇進ラインへのチャンス

が来るまで， 昇進をハスすることを認めるのは問題である(それだけに，新

BBM プラントでは，改めて支部内規によって，原則とし ζ全員が遅滞なく昇

進せねばならぬ旨主規定したのであったの〉。また，かつては，自己都合で昇進

を見送り，先任権順位で下位に下ったと自他ともに認めた者が，新プラントの

有利な職務には先にっしというのも，割り切れない問題を含んでいる。それ

6) 17条からなる支部内規 BranchBye-Lawは，その第9条でつぎのように規定している， r支
部メンバ は， 各々 の昇進ヲインを昇進せねばならないロ ζの昇進をなし得なかった者は， 工
場協約によって定められた例外を除いて， 昇進ライ γの最下位 bottomに帯されるべきことJ
ISTC Anchor' No. 2 branch， Bnmch Byc-Laτv， 2nd Noveηlber 1975 
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だけに， ζの件は支部内で簡単に結論を出すことにならず， ISTCの地方本部

Divisionに照会して地本役員の見解をきくととになった。

かくて，このアピールは ISTCNO. 3地方本部へ送られたが，その後の取

扱いをみると，地本役員はこのアピーんを却下，書記長および支部集会による

ヤード検査工の指名を支持したのであった。これに対して，本人は，なおも納

得せず， 組合規約の不服申立て規定にもとづいておTC本部執行評議会 Ex-

ecutive Councilへ提訴したい旨の希望をのべ，文部役員は，その手続に最大

限の援助を与えることを集会の場で約束したのであった。この事例とその処理

の仕JJは，セユオリティ・システムがプヲ γi ・ベースであることを改めて確

証すると同時に，この組合の内部でメンバーのアピーんがどのように処理され

るかの実例を提供しているといえよう九

第2に，さきに我々は，検査工程の職場集会で新書記長になろうとする者古え

ある組合員の組合員カード脅 ISTC本部に送って組合歴の確認をすべきであ

ると提案したことをみた。これは集会に出席したメンバーの中から，当該メン

パーのセニオリティー上の位置について疑議が出されたからであった。この件

は，その後組合本部に照会され 3ヶ月後の支部集会で本部からの回答文書が

読み上げられた。その結果，彼の組合加入時点は1963年であることが明確とな

り，これに即して，先任権順位が修正された。

第3に荷積検査工 (Wagon)Loading inspectorをめぐる問題があった。す

でにふれたように 9月の支部集会において新書記長になろうとする者が，日

勤の荷積検査工として経営によって配置された1作業員を，別工場である中形

工場 MediumSection Millへ移転させるれさもなくば BBM プラントの

7) ISTCの組合内部漣営において，組合員広不服申立ての制度ま最も重要な事項とされており，規
約上も詳細な規定が設けられている。支部の決定あるいは運営について個別のメンパーが不満を
もった場合に比まず支部集会において問閣を提起することができる.とれについて写号事戸の
快定が出され，これにも承服できない場合，彼は25ペンスを預託Lた上で書面による不服申立て
を地方本部位員に対して提出できるロさらに，このνベノレでの処理にも納得できない場合には直
接中央木部の執行評議会に提出することができ，支部書記長はこのメソバーの主張と立場を異に
しても， 誠意をもって全面的にこの個人の手続きを支援する義務を負わせられている。 ISTC
Rule jjook， Ru[e 43企β69-71
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プロモ-'/ョ γ順位の最下位に落すか，いずれかの扱いをするよう要求してい

た。この作業員は旧レドパーン工場からアンカー・プラントへの配転に当り，

当初は経営側から中形工場のプロセス・ワーヵーとしての職務をオファーされ

た。しかし，移籍の直前にな勺て経営から新設された BBMプラントの荷積検

査工として転出することを命ぜられた。結果的に，この作業員は組合支部の了

解なしに配員されたのであり，支部としては支部メ γパーとして認めていない

者がプヲ Y ト内の職務につく乙とを問題にしたのであった。よ~ 0)件については，

その後新執行部が経営側と接渉したわけであるが，工場長からの事情説明をう

けて，支部役員はむしろこの配員を了承してはどうかと支部集会に提案した。

集会ではこの提案に対する支持意見も出たが，やはりかつての決定の線を貫く

べきだとの主張が大勢を占め，改めてこの職務についての公募掲示を経営に出

きせ，応募者の中から支部が先存権順位の高いものを指名すべ骨であるとの決

議がなされたのである。

しかし，荷積検査工の件はこれで終らなかった。経営側は，経営管理上の都

合で BBMプラントヘ転属させた作業員がその職務を失うのは問題だとして，

現在の配員の続行を主張，職場の支部メ Yバーの中にも当人の事情に同情を示

すものが現れた。また，この作業員本人が支部集会に出席して自らの事情を訴

えたいと希望， 集会によってこれが許可された。彼のアピーんによれば， 当

人は旧レ「パーン工場において永ら〈組合員として働いてきたのであり，急に

BBM プラントへの転属を命じられた時， BBMの組合支部へ移籍するべく努

力したのだが，これが受入れられなかったというのである。このアピールの信

湿性をめぐって多くの議論が出たが，いずれにしても速断を下し難いため，書

記長はこの件をまた地本役員の手にゆだねることを提案，集会はこれを了承し，

ζの線で結論が出るまでは，暫定的に当人が現在の職務に留まる乙と官認めた

のであった。

ところで， その後の経過をみると， この件は必ずしも原則的な解決がなされ

たとはいL、がたL、。約4ヶ月後に，支部委員会 committeemeeting で披露さ
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れた地本役員からの文書回答は，支部に対して当人を正式に荷積検査工として

の職務担当者として認めた方が良いと勧告するものであった。だが，その理由

は，当人を排除するという支部決議が今日にいたるまで実行されず，事実上当

人がこの仕事を行っているのであるからこれを追認した方が良い，というもの

で形式論理としτは理由にならぬ理由であった。しかし，ともあれ支部委員会

はこの勧告を受け入れ，のちに凋かれた支部総会もこれを了承した。このよう

な事態り流れは!一見したと乙ろ，うやむやのうちにかつての支部決議が破棄

され亡しまったかにみえる。だが，ひるがえってみれば，支部構成メンバーが

このような勧告を受け入れたとしサ事実は，この約4ヶ月。間，当人が仮の形

とはいえ現場で作業を続け，それによって職場集団の一員として仲間によって

認知されたことを物語っているといえよう。

(3) 補足的「先任権」原理と配員の完成

以上において!検査工程の職場集会に端を発したものを事例として，特徴的

ないくつかの問題点と，支部によるその取扱いをみてきたが，他のセク y ョン

においてもこのような問題点の処理を含みつつ，先任権原則にもとづいて組合

支部の手によるフラント配員の修正作業が進められた。この過程では，さらに

異動に関するいくつかの原則が追加的に決定された。

。病欠代勤による上向移動について。病欠代勤は 1ヶ月以内あるいは支部
書記長がさまざまな原因による空席補撲のため，次回の全面的な配員異動

を行うまでの期間とする。病欠代勤者の決定にあたっては，そのシフト内

でのセニオリティー順位優先者が休暇あるいは病気等のために得られない

場合を除gr，何びともこれまで先任権による異動に従ってきたメンバーを

この異動からはずしたり，とびこしをしたりすることがあってはならない。

心 昇進による異動につい亡。作業員を直近上位の職務に向けて訓練1る

のは経営の責務である。したがって，労働者が昇進による上向移動の機会

に直面した禁には，その職務を実際に遂行することができても，できなく

ても，この異動を受入れねばならなし、。
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iii) 現職留任者“ Static"manについて。 i)，めなどの原則にも拘らず，

特殊な理由でセニオ日ティーによる異動をせず，現在ついている職務に将

来も留まることを希望する者は，すべて支部集会に直接出席して事情を説

明するか，あるいは書面で理由を提出し，支部集会による審議を受けねば

ならない。

かくて，これらの追加原則，先の支部内規および当初の 3原則などに照らし

つつ書記長の手によって配員表の組みかえ作業が進められ， 74年 1月の支部集

会において四組3交替制士前提とする完成配員表 manninglistが配布された。

集会の場で出席者全員によって，配員表に示される各人の位置を検討・確認す

る過程で，いくつかの苦情中修正要求が出されたが， ここでそのうちの特徴的

なものを取りあげておこう。 0 現職留任希望者スカーファーのケース。 F捜索

噴射によるスケ←ル剥取り〈スカーフィング〉ステーションにつ< I皮剥工j

scarferが， との集会で決定された補足的ノレーノレに従って，集会の場で自分が

神経過敏傾向であるため，昇進ライ y上の上位職務(ブノレーム・シャー・オベ

レーター〕を遂行することができそうにないことが判った，したがって将来と

も現在の職務に留まることを許可してほしいと要請，全員の投票により満場一

致でこれが許可された。 ii) 組合歴をめくおるアピール。 あるメンバーの訴え

によると，彼は長年 ISTCの組合員であったが， 旧職場で「職員Jとしての

仕事 staffjobにつくことになった。彼は組合員であり続ける意志をもってい

たのだが，当時この製鉄所には ISTCの職員支部 staffbranchが存在せず，

結果的に彼の組合籍は消滅してしまった。今回再び現場作業員として新工場に

入ることになり，この支部に新規に加入手続をとらねばならなかった。そこで，

スタッフ在任期間=組合籍消滅期間中の組合費相当額を一括払込むことにより，

全期間を通算した先任権順位主要求できないだろうか， というものであった。

これに対しては直ちに委員長が，まず不可能な要求である旨回答し，執行部提

案として伎の先任権は組合再加入四時点から起算することを提案，満場 致で

決定された。 iii) 配置替えのアピール。二名のメンバーからアピールがあり，
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彼らは旧プラントでは，旧製鋼工場 melting shopの操炉関係の職場にいた3

したがってこの新工場への配転に際して圧延職場からの配転者のように卜分希

望をのべる機会が与えられなかった。二人とも鋼腕型枠抜き ingot stnppl暗

にのみ習熟しているので，賃金は低くてもよいから現在完成配員表で与えられ

ている仕上工程クレーン finishing end crane の運転からインゴット枠抜き

クレーン運転土に変更してほしいとの要求が出されたへ これに対する書記長

の回答は，この二人が移籍されてくる前から，彼等が誰よりも長い組合歴をも

っているとり情報を得てし、たので，当該昇進ラインの最高位の職務を留保して

おいたのだ， とe.うものであった。さらに書記長は支部内規9条をあげつつ，

支部メンパーは先任権順位からして当然、予想される異動は受入れねばならぬこ

と， これを拒否すれば昇進ラインの最下位に落ちねばならぬととを説明し士。

集会の出席メンバーの中から，このケースについても支部のルールが厳格に滴

用きるべしとの動議が出され，採決の結果書記長の示した配員が強制されるこ

ととなった。このケースは，配員の確定をめぐって，セニオリティーによる異

動を定めた支部内規が具体的に適用され，支部集会によって確認されてゆく実

例を示しており，先任権原則の厳格な適用は， ときに組合員個人の希望と抵触

する場合もあることを示しているといえよう。

111小括

昇進および先任権をめぐる原則の確立と，これにもとっく配員表は，約4ヶ

月にわたる支部の活動によって完成した。 1973年11月12日の支部集会において

は，プロモーション・セニオリティーの問題は毎月みなおしをして支部が承認

する新たな配員表を作成することが決定されていた。だが，いまや異動の原則

が確定し，支部メンバー全員のセユオリティー順位が確定したので， 1974年2

月4日の支部集会で書記長は配員表のみなおしを 3ヶ月ごととし，その聞はル

め ちなみに，仕上工程クレーン運転の職務のデータノレレートは1シフト当り5.00ポンド.インゴ
ツト枠故ク νーン退転主の職務のν トは 1":/フト当り4.65ポンドであった.
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ーノレに従って自働的異動で処理することを提案， この件も先にみた支部内規に

従って 1ヶ月の予告期聞を経たのも 3月の集会で承認され 3月以降は3ヶ

月ごとに配員表を書きなおすことになったへ

さて，以上やや詳細に過ぎるほどに ISTCアンカー第2支部におけるプロ

モーション・セニオリティー問題の処理をトレースしてきたが，それはこの問

題が鉄鋼業労働組合の活動にとって， とりわけ創成期の組合支部活動にとって，

それだけ重要な意義をもっていたからにほかな bなL、。事実，当時の組合支部

議事録の中で，この問題に関連する部分が圧倒的なページ数を占めていること

に注目1べきであるD

乙よで，プ日モーションーセニオリティ 問題への取り組みが組合支部活動

において持つ意味を整理しておこう。

第一に，支部内における職場ごとの集会 sectionmeetingそのものが， この

問題を契機にして開かわたのであり，支部の全メンバーにとってそれだけ切実

な問題であったことが判るn 複数の旧工場から配転によって新工場に移籍した

労働者たちは，きし当り，経営によって「作業班」に編成されたとはいえ，労

働者相互について良く知り合い，仲間意識をもった「職場集団」としての性格

を獲得していない。これが，昇進ラインごとの職場集会を開き，この問題をめ

ぐって，個々人の組合歴を始めとして，身心にわたるハンディキャッフ等の特

殊な個人的事情tこいたるまで， 共通の知識をもちあうことになる。 即ち， こ

の集会を通じて，始めて労働者たちは組合員としてのお互いを認知し，組合歴

union date of entryによるセニオリティーを軸として，内部秩序をもった職

9) 結果として定着したシステんしたがって我々の調査時点で実行されていたシステムは，組合
支部としての七ニオリティ 順位を熟知している支部書記長が，約1週間有枯でジプトの仕事か
ら離れ. (調査時点では年年4月のイ スタ}休暇時点、と 8月の定期設備修理=夏期パカンス時
点.12月のクリスマス休暇時点目計3回〕配員表¢改訂作業をおこなうものであった。経営側か
らほ最古参の職長がiてれに関与し，各シフトについて空席，病欠者等のインフオメーショ γを出

し，経営サイドとしての異動の必要性を提示，これと連枯をとりつつ，時には工場内事務所の机
をはきんで討議しつつ，時には自宅にもち帰って夜業をしつつ，書記長が配員蓑を書きあげる。
こ札を工場長に提示L.工場長が承認のサインをしてプ比一マルに決定となり，実施のlヶ且前
に工場内の踊示板に張り出され発効するとし、う形をとっている。
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場労働者集団として自己形成をおこなうのである。こうした過程の中から，当

該セクションを代表する職場委員 commItteemenも選出されてくる L，プロ

モーション・セニオリティー問題のみでなく，その職場が当面している他のさ

まぎまな要求も提起されてくる。即ち，それまでは，散発的な個々人の不満・

要求であったものが，職場集出の一致した要求として組み上げられてくるので

ある。こうしてみると，プロモー νョン・セニオリアィー問題は，組合活動の

実体を支える末端組織としての職場労働者集団そのものを形成する契機を与え

7ミとL、えよう。

第二に，支部執行部を構成する役員たちにとってみれば， それまでは 300名

に近い支部メ γパーについて，各個人についてまでは知りつ〈すことができず，

支部メンパーの掌摂に限界があったといえる。だが，各職揚ごとに組合員個々

人についてのユニオン・カードを整理し，組合歴を調査する煩Z固な作業を行い

つつ，各セグションの職場集会に出席し， コミティーメンを選出させ，これと

連絡をとりつつ数回にわたって当該セクションの集会で個々のメンハーと膝を

まじえて討議し，セニオリティーの確定をしてゆく過程は，支部役員たちが，

支部構成員を熟知し，掌握してゆく過程でもあったのである。

一方，支部役員たちは，協力してプロモーション・セニオリティー問題を処

理しつつ，この過程で具体的必要に迫られておTCの地方本部と連絡をとり，

さらに ISTCの全国本部とも交信を始める。 いわば始めて上からの指導では

な〈当該支部の主体性において各レベルの組合機関とコンタクトを開始したの

であり，支部の存在そのものを主張することになった。その意味で，まさにこ

の過程で I支部」の運宮・執行体制を惟立し，内・外に対して「支部」白ア

イデンナィティーを確立する乙とになったのである。

第三に，以上においては組合支部の対内的活動にっし、てふれたが，プロモ

ション・セニオリティ 問題こそは，工場における具体的配員とその全ての異

動にかかわるものであり，その意味でまさにストレートに対経営の問題でもあ

った。ふりかえってみれば，そもそも管理の厳正化を指向した BBMプラント
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において，経営は人員配置とその異動指示の権限は当然管理者の権限に属する

ものと考えていた。勿論この場合にも経蛍なりに先任順位を考慮している筈な

のであるが，結果は，経営の指示による異動に対して労働者の問に無数の不満

が生じ，これを解決するためにこそ新執行部による取り組みが開始されたりで

あった。それだけに，支部内で労働者の内部秩序を確立し Cゆく過程は，同時

に経営側の場当り的な配員を批判し拒否してゆく過程であり，配員への関与権

を組合支部の手に獲得してゆく過程でもあったといえる。こうして獲得された

昇進や配員 mannlngについての支部の関与権は，かなり大幅なものであり，

既に実例にそフて見たように，個々の異動や配員については，代勤要員の指名

主でも行うように，ほとんど組合による「片務的規制Junirateral regulation 

とさえ呼ぴうる程のものであるとい士ょう。

IV 労働組合の組織と交渉・協議機構

ここで，イギリス鉄鋼業における労働組合の組締結造と，全国レベルからプ

ラント・レベルに到るまでの団体交渉・協議の構造を概観しておこう。これは

本稿でみてきた ISTCアンカー第2支部とその活動を労使関係の全体像の中

に位置づけるために不可欠である。また，次稿において我々は新工場 =BBM

プラント発足後の職場で生じた諸問題と労使交渉によるその処理の実態をトレ

ースする予定であるが，この節はその分析の前提となる労使交渉の枠組みを理

由平しておくことにもつながる。

〔諸労働組合〉 鉄鋼業においても，イギリス労使関係の通例にもれず複数

組合 malti-unionism状況にある。我々の対象であるイギリス鉄鋼公社につい

ていえば，合計17の労働組合が BSCの労働者を組織してし、る。 BSC全体につ

い工みれば予備調査時点く1978年10月〕の全従業員19万1400人に対して，や中

時点がズレるが， 1978年3月時点で何bかむ組合に属するもの18万4900人であ

った。非組合員は，やはり課長以上のシニア・マネジメントおよび「職員層」

staff or c1erical workerに多し現場の 7 エュアル・ワーカーは殆んどがし、ず
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第 1表 イギりス鉄鋼公社の労働組合分布 (1978年3月時点〕

労働組合名 組織対象|組合員数割合 1

千(%)
82，5口3 44.61 1 イギリス鉄鋼組合 ISTC

2 全国クラフト調整委員会 NCCC
。合問機械工組合 AUEW-(E)
(機械工部会〉
0電気・電子・通信・配管工組合
EETPU 

0製惟工組合 ASBSBSW

C建設関連職種組合 UCATT
。合同機械工組合(ホワイトカヲ
一部会)AUEWー(TASS)
O今問機械丁組合 AUEW-(F)
(鋳造工部会〉
Oシ トメタル組合 NUSMW

Oロ ル研磨工組合 BRTTS

O木型工組合 APAC

3 運愉・一般労働組合 T&GWU

4.一般・自治体労働組合 G&MWU

5 全国高炉工組合 NUB
6 合同椴滅工組合 AUEW-(E)
〈ホワイト元ラ一部会〕

7 木工組合 ASWDKN

8. URT 

9 全国鉱夫組合 NUM

10 専門・行政・事務職貝組合 APEX
11 科学・技術・管理スタップ組合
AST恥{S

12 鉄鋼産業マネシャ 組合 SIMA
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注 1) 組合名 1........5までは TUCの傘下であり，同時に rTUC鉄鋼産業協議会JTUCSIC巳を構
成してし iる。

2) 組合名 6叩1lは TUCの傘下である.
3) 組合名 12，SIMAは TUCに加盟し寸ζいない。

れかの労働組合に属L.'Cいるといってよい。 BSC 全体についての諸労働組合

の勢力分布は第 1 表の通りである。スカンソープ管区ではマユュアノ~， . ?ーカ

ーを I全国高炉工組合JNUB約23.836'， I一般・自治体労組JG&MWU

11.5%， rイギリス鉄鋼組合JISTC 28%， グラフト・ユニオン諸組合36.8%の
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割合で組織している。職員層については ISTC(スタッフ支部〉約51%，NUB 

5.1%， グラフト諸組合 17.4%，i鉄鋼産業マネジャー組合J26.5%の割合で組

織している。

さて，これらの諸労働組合とその相互関係について若干の説明を加えておこ

う。全国レベルではナショナノレ・センターである「労働組合評議会JTUCの下

に鉄鋼関連諸組合によって「労働組合鉄鋼産業協議会JTrade Union Congress 

Steel IndustryじonsultativeCornmittee (jIJ告称 TUCSICCまたは“λ ナ ル・

コミティーつが設けられ， 第 1表①~①までの諸組合がこれを構成している。

伝統的に ISTCの書記長がモの議長の職につ〈ことになっており，鉄鋼業関連

諸組合の聞の活動の調整，産業政策問題など共通事項を扱うことを本旨として

きた。これは本来組合間の協議機関であったが，傘下各組合が委任した事項に

ついては経営側と団体交渉を行う権利を付与きれるようになった。現在は賃金

を除く労働時間，安全・衛生，年令等，殆んどの各組合に共通な労働諸条件に

ついて，この TUSICCが BSC本社と団体交渉を行う交渉主体になっている。

つぎにメインテナンス労働者を組織する諸グラフト・ユニオンについてみれ

ば，第1表にも示すように11組合〔この表では組合員数100人以下の2組合が

省略されている〕によって「全国クラフツメン調整委員会JNational Crafts-

men Co.ordinating Committee (略称 NCCC)が設置さわしている。これはクラ

フト諸組合の活動調整の機関であり，各組合共通事項をめぐって経営に申入れP

協議を行う。この全国レベルの NCCCの下に各地域ごとにその地域版ともい

うべき「地域 CCCJ District CCCが構成されており，スカンソーフでは，こ
アヲイド ド I-'-~. ""守イー

れが「スカンソープ連合諸職種委員会JScunthorpe Allied Trades Committee 

の名称となっており合理化問題等については対経営の交渉主体になっている。

複雑なのは合阿機械工組合JAUEWが，全国レベル Eは NCCCの最有力

メンバーであるのに，スカンソープ・レベノレでは「スカンツープ ATCJ のメ

ンパーでないという点である。これは特殊事情によるもりであり，従来はスカ

ンソープでも AUEWは ATC のメンバーであったのだが，個別的労働条件
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交渉の問題をめぐって対経首の忠でクラフト諸組合の聞に足並みの乱わしを生じ，

AUEWが月カ y ソープ ATCを脱退したことによって現在のような姿となっ

ている。合理化をめぐる労働諸条件等についても， AUEWはスカンソ フで

は他の諸組合と別個に経営側と交渉を行っている。

いわゆる「一般組合jでは I運輸一般労組JT & GWU と「一般・自治

体労組JG&MWUの二組合が BSC内の同ーの労働者層を競合的に組織し

ているが，スカ Y ソープ周辺では，港湾関係に若干の T& GWUメンパーが

いる以外は， G&MWりが工場の清掃，整理，原材料の積下L 各種運搬作

業，食堂・売庖の係員など，いわゆる「サーピλ」と総称される労働を行う労

働者を，ほほ完全に組織している。

「職員層」についてはニれまでふれてきた諸組合が，各々自らの組織する

作業単位に関連する事務職員やスタップを各組合の「フ注ア 7 ン支部」や「ス

タッフ支部」の形で組織しているが，特殊な寸ワイトカラー・ユニオンとして

「科学・技術・管理職員組合JAssociation of Sc;entific Technical & Adroin-

istrati ve Staffs (略称 ASTMS) と「鉄鋼産業マネジャー組合JSteel Industry 

Managers' Association (略称 SIMA)とについてふれておこう。前者 ASTMS

は，ホワイトカラーを組織する全国組合であり，鉄鋼業の職員層にも組織化の

手をのばしたが， ISTCとの問に管轄権紛争が起り， ISTCが強力に反対した

ために BSCは ASTMSを正式の交渉対象として承認せぬこととなった。従

って ASTMSは TUCに加盟してはいるがスチーノレ・コミティー TUCSICC

には入れず，鉄鋼再固有化以前から既にメンパーをもっていたディヴィジョン

においてのみ BSCとの交渉権を承認されている。

「鉄鋼産業7 ネージャー組合JSIMAは現地でいうミドノレ・ 7 ネジメント以

上，即ち「職長Jforemanよりは上位の主任・係長課長さらにはそれ以上の

マネジャー層を組織している。ちなみにいえば我々の調査対象スヵ γ ソープ・

アンカ IlIlM 200名以上の部卜を統結する圧延課長 PlantManagel-Rolling 

も SIMAの組合員であった。 SIMAは主として管理職員層を組織しているが，
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技術職員の組織化をめぐっ民て ISTC と組織間紛争を起している。全国レベル

で「労働組合評議会JTUCには加盟しておらず， ISTCは「管理者の組織で

ある SIMAは真の労働組合ではなLづとして攻撃しておりョ 過去数回にわた

り SIMAの吸収合併をも試みている。

さて以上，概観してくると， ISTCが意識的に職員層の組織化にも重点を置き，

マニュアル・ワーカー，ホワイトカラー双方にわたる主要組合として鉄鋼業の中

に勢力を確立しようとしていることが判るが，以下，我々の直接の調査対象でも

ある ISTCに焦点を絞って，その組織構造と団体交渉・協議の機構をみておこうo

[ISTCの組織構造〕 組合の組織構造は l中央本部J，I地方本部JD印刷on，

|支部」という 3段階の構成をとっている。

l1J 全国レベル。中央本部には書記長 GeneralSecretary を筆頭に 4人

り全国役員がいる。 ISTCの組合としての忌高の議決機関は「執行評議会JEx 

eculive Cou目 ilであり，これはその名の通り議決機関と執行機関との機能を

兼ね備えたものと規定されている。だが全国の各支部を職種と地域を組み合せ

た複雑な選挙区に区分して選出される21名の執行評議会委員は，任期3年で毎

年 3分の 1にあたる 7名つつが順次改選きれて突替してゆ〈という制度の影響

もあり，実質的な執行権はむしろ弱<.主として組合議決機関としての性格が

強い。 ISTC総体に関わる問題や政策は従来殆んどこの執行評議会で決定され

ており，その裏面としておTCでは全国代議員年次大会 NationalDelegate 

Conferenceが1975年まで一度も聞かれたことがなかった。先にふれた中央本

部役員も，この執行評議会が任命するが，評議会が罷免しない限り65歳(この

年齢は鉄鋼労倒者の一般的リタイア年令と同一である)まで本部役員の身分は

保証されており，毎年3分の lつつ改選されてゆく執行評議会に対して，書記

局 Central0而ceを統轄して組合実務 切を執行する書記長の権限は強大で

ある。従って，イギリスの労働組合界にあって ISTCは， とりわけ中央集権

的組合だとされている。ちなみに本部書記局の構成をあげておげば「調査部」

Research Department (邑名)， I書記局JGeneral Secretary Department (16， 
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名)， r監査部JAudit Department (16名)， r財務部JAccounts Department 

(10名〉の 4部局から成っている。

(2J r地方本部JDivisionレベル。地方本部は現在7つ置かれており，鉄

鋼公社の管区=ディヴィジョンとは必ずしも対応していない。スカンソープは，

他にシェフィールド， ロザラム， パークケY トなどの地域を傘下におさめる

ISTCNO.3ディヴィジョン(通称“ヨークシャー・ディヴィジョン'つに属し

ている。各地本には 1名の「地本役員JDi visional 0品cer と数名の「地本オ

ーガヲイザーJDi visional Organ izerがおかれている。 ISTCNO. 3ディずィ

ジョンでは 4人のオ ガナイザーがおり 3人は地本傘下のず ι ュアノレ・ワ

ーカー関係を担当 1人はホソイトカラー担当であった。全国的傾向として，

オーガナイザーは支部役員経験者の中から全固執行評議会が選抜・任命し，地

本オフィリ はオーガナ fザーの中から同じ〈全国執行評議会が選抜・任命す

る。この場合，工場内労働者の昇進におけると同様に，事実上オーガナイザー

としての「先任権」順位によってオフィサーへの「昇進」が決定きれる点は興

味深い事実である。地木オフィサーは，中央本部の役員と常時連絡をとり，と

りわけ本部書記長と密接な関係を維持している。オフィサーは当然本部執行評

議会のメンパーではないが 3ヶ月ごとに開かれる執行評議会に出席し，各担

当地本の現状について報告し，質議に答える責任を負っている。

なお，地本オーガナイザーの登用は，現場経験を重視する ISTCの伝統か

らして，先にふれたように支部役員経験者の中から選抜するのが原則であるが，

7地本すべてを通じて 3名のみが現場経験なしにオーガナイザーに任命されて

おり，その一人が我々の調査対象に関わる ISTCNO. 3地本に在籍し，我々

のインタヴュー調査に応答した人物であった。

地本のオフィサー，オーガナイザーともに中央本部役員と同じく執行評議会

によって解任されぬ限り65歳までの身分保証が与えられている。最後に付言す

れば，従来 ISTCでは地本レベルで地本傘下町全支部役員が出席する地本定

期大会 DivisionalConferenceが毎年開催されていたが， 1976年から全国代議
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員年次大会が聞かれるようになったこととの対応で， 1978年から地本大会は開

かれなくなっている。

日J I支部JBranch レベル。 ISTCの支部組織は，すでにふれたように

工場単位におかれており，経営組織上の「課」にほぼ対応している。但し，職

員層については組織率が低く〈般的にいって30~40%)，各工場ごとに支部を

お〈ことは不適当であるのでワークス規模をベースに|職長支部JForeman 

Branch， 1-事務職員支部JClerical Staff Branchなどを置い℃いる。いずれに

しても諸クラフト・ユニオンが工場・企業を ζ え C地域単位に支部をもち，

鉄鋼りソーク λ単位には正規の支部役員ではないシニア・ショップスチュア

ード又はコンビーフ Senior Shop~Steward or Convenorをおき，工場には
~ョタプ スチョア←"

職場委員を置いているのと大きく異っている。

ISTCの支部には，支部長 BranchPresident， ro"lJ支部長 VicePresident，支部

書記長 BranchSeereta ry工場代表役員 WorksRepresentativeの4名の役員

が置かれているが，全員非専従である。工場代表役員は支部メンバーの要求を

吸い上げ，のちにみる支部委員会の指示を受けて経営側との交渉に当るものと

規定されている (ISTCRule Book， Rule 18)。支部の執行機関は， I支部委員

会JBranch Committeeであるつこれは上記の支部役員4名と，各職場単位に

選出される職場委員 CommitteeManによって構成される。支部レベノレの議

決機関は支部集会 BranchGeneral Meetingであり，ほぼ月に一回の剖で聞

かれる。また毎年12月の時点で年次支部大会 AnnualGeneral Meetingが聞

かれ， ここで支部役員4名および職場委員の改選がおこなわれる。さらに特定

の職場 Sectionor Areaのメンバーに関わる問題については，その職場のメン

バ に支部役員が加わる形で職場集会 SectionMeeting又は特別集会 Special

Meetingが随時開催される。孜々の調金対象に即して ζれらの諸点、とその実

際の運用は，前稿および本稿におい ζみてきた通りである。

ところで，こ 4で扱う予定であった ISTCをめ〈ふる交渉・協議の機構につ

いては，紙l隔り制限もあり，次稿にゆずることとしたい。 仁未完〕


